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はじめに 

この取扱説明書は、３ＢＭ－２Ｓ型ボール式電動弁の取扱方法について記述しています。本製品をご使用

の前に熟読の上、正しくお使いください。 

 

この取扱説明書は本製品を設置、および使用される方々のお手元に確実に届くようお取りはからい願い

ます。 

 

 
製品の危険性についての本文中の用語 

 

  

 

警告 ：取扱を誤った場合、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

 

 

注意 ：取扱を誤った場合、使用者が軽い、若しくは中程度の傷害を負う危険が想定され

る場合、または物的損害・損壊の発生が想定される場合。 

 

 
ご使用にあたっての警告・注意事項 

 

  

本製品のご使用にあたり、人身の安全および製品を正しく使用するために必ずお守りください。 

 

警告 

  ●製品の使用条件が製品仕様を外れた過酷な条件下での使用の場合、製品の取付状態が不備の場 

合、また弊社以外での製品の改造などを行った場合などでは、製品の損傷・破損や流体の外部 

への流出（吹き出し）などに伴う事故を引き起こす恐れがあります。 

     ※このような事故の場合、弊社としては責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。 

    ●本製品は、重量物ですので配管取付けなどの際には、製品本体を確実に支えるなどの注意を 

 払ってください。 

 ※製品を落としますと、怪我をする恐れがあります。 

●電気配線は、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してください。結線は、 

 必ず電源が入っていない状態で行い、定格電圧を確認し、確実な方法で絶縁処理を施して 

 ください。 

●電動弁や操作機器に故障や誤作動が生じ、災害や損害を誘発する恐れのある場合は、機器、 

 装置に応じた安全装置（遮断、開放、警報など）を設けてください。 

●本製品を配管取付け後、流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険のないことを確 

 認してください。 

 ※流体が吹出した場合、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合、やけどをする恐れがありま 

  す。 

●製品にはむやみに触れないようにしてください。 

 ※高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

●本製品の分解にあたっては､一次側の供給弁を止め、電動弁内の流体を徐々に排出して圧力が 

 零になっていることを確認すると共に、高温流体の場合は､本体を素手でさわれるまで冷やして 

から行ってください。 

 ※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合、やけどをする恐れがありま 

  す。 

注意 

●本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してください。 

一般のご使用者は分解しないでください。作動不良、弁漏れなどの異常がある場合は、設備・工事業

者または当社に処置を依頼してください。 

●本製品を使用する前に製品についている銘板の表示、および１頁の仕様を確認してください。 

使用条件が仕様を満足することを確認の上、製品をご使用ください。 

●本製品の機能・性能を確認のため、日常点検、定期点検を実施して下さい。 

 

！ 

！ 

！ 

！ 
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１．製品用途、仕様、構造、作動 

 

（１）用途 

３ＢＭ－２Ｓ型ボール式電動弁は、駆動部に切換式の電動アクチュエータを搭載した水・油・空気

用のステンレス製ボール式電動三方弁です。 

 

（２）仕様 

型 式 ３ＢＭ－２Ｓ 

製 品 記 号 ３ＢＭ２Ｓ－Ｋ 

作 動 オンオフ 

呼 び 径 １５～５０ 

適 用 流 体 水・油・空気 

流 体 温 度 －１０～８０℃（凍結不可） 

適 用 圧 力 ０～１．０ＭＰａ 

周 囲 温 度 －１０～５０℃ 

本 体 材 質 ＳＣＳ１４Ａ 

ボ ー ル 材 質 ＳＵＳ３１６ 

端 接 続 ＪＩＳ Ｒｃ ねじ 

許 容 漏 洩 量 無し（圧力計目視） 

本 体 耐 圧 試 験 水圧にて１．５ＭＰａ 

定 格 電 圧 ＡＣ１００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）またはＡＣ２００Ｖ（５０／６０Ｈｚ）（専用電圧） 

電圧許容変動範囲 定格電圧±１０％ 

容 量 ・ 電 流 

切 換 時 間 

呼び径 １５、２０ ２５、３２ ４０、５０ 

起動電流 
ＡＣ１００Ｖ：０．０８Ａ 

ＡＣ２００Ｖ：０．０５Ａ 

ＡＣ１００Ｖ：０．２４Ａ

ＡＣ２００Ｖ：０．１２Ａ 

定格電流 
ＡＣ１００Ｖ：０．０８Ａ 

ＡＣ２００Ｖ：０．０５Ａ 

ＡＣ１００Ｖ：０．２４Ａ 

ＡＣ２００Ｖ：０．１２Ａ 

定格容量 
ＡＣ１００Ｖ：８ＶＡ 

ＡＣ２００Ｖ：１０ＶＡ 

ＡＣ１００Ｖ：２４ＶＡ 

ＡＣ２００Ｖ：２４ＶＡ 

切換時間 
１２／１０秒 

（５０／６０Ｈｚ） 

２４／２０秒 

（５０／６０Ｈｚ） 

２１／１８秒 

（５０／６０Ｈｚ） 

絶 縁 種 別 Ｅ種 

耐 電 圧 試 験 ＡＣ１８００Ｖ／ｓｅｃ 

絶 縁 抵 抗 ＤＣ５００Ｖ印加し、１００ＭΩ以上 

信 号 接 点 付（有電圧） 

保 護 構 造 防沫形（ＩＰ－５４相当） 

手 動 操 作 機 構 付 

そ の 他 スペースヒーター付（モーター停止時作動） ※ 

※スペースヒーター付（常時作動）も製作します。 

 

 

注意 

● 上記仕様が使用条件を満足することを確認して下さい｡ 

● 上記の仕様を越えての使用はできません。 

 

！ 
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銘 板 

 

（３）構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15/32A 構造図 

 

 

 

 

 

40/50A 構造図 
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（４）作動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 赤―白：通電にてバルブ左回転しＢ－Ｃ開位置で停止。 

 赤―黒：通電にてバルブ右回転しＡ－Ｃ開位置で停止。 

（結線図は５頁参照） 

 

 

２．設置要領 

 

（１）製品質量 

                                      （ｋｇ） 

呼び径 １５ ２０ ２５ ３２ ４０ ５０ 

３ＢＭ－２Ｓ型 １．０ １．２ １．５ １．５ ４．０ ４．８ 

 

（２）要領 

 

警告 

● 質量の重い製品を配管に取付けの際には、製品本体を確実に支えるなどの注意を払ってく 

  ださい。 

  ※製品を落としたりしますと怪我をするなど危険です。 

● 電動弁や操作機器に故障や誤作動が生じ、災害や損害を誘発する恐れのある場合は、機器 

装置に応じた安全装置（遮断、開放、警報など）を設けてください。  

● 爆発性雰囲気、水中、腐食性ガス等の環境では使用を避けてください。 

 

注意 

● 製品の一次側には、ストレーナを取付けてください。（網目：国土交通省仕様は、液体用は

４０メッシュ以上を推奨します。） 

   ※異物の混入により、弁漏れ、作動不良などの原因となります。 

● 本製品を取付ける前に配管の洗浄を充分に行ってください。 

   ※配管内の洗浄が不十分な場合、ゴミ噛による作動不良などの原因となります。 

● 配管接続に使用するシールテープ・液状シール剤など、配管内に異物が入らないよう注意し

てください。 

   ※異物の混入により、弁漏れ、作動不良などの原因となります。 

● 配管時に本体とエンドキャップのねじ込みが緩む方向に力を加えないでください。 

           また製品には、配管の荷重や無理な力・曲げ、および振動がかからないよう配管の固定や支

持をしてください。 

  ※配管の固定や支持をしない場合、製品の損傷や作動不良の原因となります。 

● 取付姿勢は駆動部を上にした垂直取付から水平取付とし、屋外で使用する場合は駆動部を上に

した垂直取付としてください。 

● 凍結の恐れがある場合は､水抜きや保温などをしてください。 

   ※凍結しますと破損の原因となります。 

● 屋外設置の場合には、直射日光は避けてください。 

● 保温施工時はアクチュエータには保温材を取付けないで下さい。 

 

 

！ ！ 

！ 
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１）電動弁前後の配管は､止弁、ストレーナを設けてください。 

 ２）取付け、分解点検のため、電動弁の周囲の空間は、下記の寸法以上の空間を確保してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  （ｍｍ） 

 呼び径 Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ 

３ＢＭ－２Ｓ型 
１５/３２Ａ ７００ ５００ ７００ 

４０/５０Ａ ８００ ５００ ８００ 

 

 ３）取付時および運搬時、電動弁に過大な力をかけないでください。特に下記のようなことはしないで 

   ください。 

   ・電動弁を落とす、または投げること。 

   ・アクチュエータのリード線を引っ張ったり、運搬時などにリード線を持って電動弁をぶら下げる 

    こと。 

   ・ハンマーなどで本体やアクチュエータを叩くこと。 

   ・ねじ込み作業などで､アクチュエータ部に力を加えること。 

 ４）配管の水圧試験を行う場合は､電動弁前後の止弁を閉止してから行ってください。 
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（３）電気配線接続 

    

警告 

● 電気配線は熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してください。結線は、 

  必ず電源が入っていない状態で行い、定格電圧を確認し、確実な方法で絶縁処理を施して 

  ください。 

  ※誤った結線をした場合、感電、火災の発生など危険です。 

● 電動弁や操作機器に故障や誤作動が生じ、災害や損害を誘発する恐れのある場合は、機器、

装置に応じた安全装置（遮断、開放、警報など）を設けてください。   

 

注意 

● 結線には０．７５㎟以上の電線を使用し､正しく結線してください。 

● 電気回路保護用として、容量３Ａ程度のヒューズを入れてください。 

１）電線は０．７５㎟以上の電線を使用してください。但し、配線距離が長い場合や､他の機器などが接    

   続されている電線については､電圧降下を考慮して決定してください。 

 ２）電源回路保護のため､ヒューズ（３Ａ程度）、漏電ブレーカを設けてください。 

 ３）アクチュエータに接続する電線は、分解のため一時的にアクチュエータを取り外したり、アクチュ 

   エータを交換できるように余裕を持った長さとしてください。 

 ４）電線は張力や自重がリード線にかからないよう、また周囲の人や機器に接触しないように結束や支   

   持をしてください。 

 

    結線図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤―白：通電にてバルブ左回転しＢ－Ｃ開位置で停止。 

赤―黒：通電にてバルブ右回転しＡ－Ｃ開位置で停止。 

 

５）並列運転時の結線上の注意 

   操作用切換スイッチ１個から２台以上の電動弁を並列結線しないでください。並列運転する場合は、 

   個々にリレー接点を介してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

！ 

！ 

リレーなしの電動ボール弁複数使用時の並列運転 

悪い使用 正しい使用

例 
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３．運転要領 

    

警告 

● 流体を流す前に、配管末端まで流体が流れても危険がないことを確認してください。 

  ※流体が吹出した場合、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合、やけどをする恐れが 

   あります。 

● 製品にはむやみに触れないようにしてください。 

  ※高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

 

注意 

● 長時間運転を停止する場合は、製品および配管内の流体を排出してください。 

  ※配管内の錆の発生による故障、あるいは凍結による破損の恐れがあります。 

 

 

（１）試運転 

    次のような場合は下表の手順で試運転を実施してください。 

     １）新設配管や交換など新たに電動弁を取付けた時。 

     ２）電動弁を長時間運転停止した後の再運転時。 

     ３）電動弁に異常がないか点検する時。 

     ４）保守のために分解し､組立てた後。 

 手順 要    領 注   記 

試 

運 

転 

１ 
一次側、二次側止弁を全閉にさせておき、電動弁に流体を

流す前に２～３回切換動作をさせます。 

 

配管末端より流体が流れ

出すことを確認します。 

２ 二次側止弁を全開にします。 

３ 

電動弁をＢ－Ｃ開にし､一次側止弁を徐々に半開の状態ま

で開き、作動を確認します。また、Ａ－Ｃ開にも同様に作

動を確認します。 

（切換状態は３頁参照） 

４ 
二次側止弁を徐々に閉じ、流体が電動弁や配管接合部から

漏れないことを確認します。 
 

５ 
電動弁をＢ－Ｃ開、またはＡ－Ｃ開位置とし､一次側、二

次側止弁を全開します。 
 

６ 
数回切換動作をさせ、電動弁を作動させた時、電動弁が確

実に作動することを確認します。 
 

  以上で試運転は終了です。試運転で異常がある場合は､「８頁：（２）故障の原因と処置」を参照し、 

  処置を行ってください。 

 

 （２）運転 

  試運転終了後、そのままの状態で通常（日常）運転できます。運転で異常がある場合は「８ 

    頁：（２）故障の原因と処置」を参照し､処置を行ってください。 

！ 

！ 
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 （３）手動機構操作 

    手動操作は下記の方法で行ってください。また安全のため､必ず電源を切ってから行ってください。 

 

    ①１５／３２Ａの場合 

アクチュエータ下部の手動操作クラッチボタンを押し上げ、スパナ（平５．５）等で手動軸を回

転させて下さい。バルブ位置表示の範囲で手動軸の赤色マークを任意の位置になるように操作して

ください。赤色マークがバルブ位置を示しています。手動軸をバルブ位置表示以上に回転させると

破損の原因になります。バルブ位置表示を確認し、操作をして下さい。 

     ※１５／２０Ａと２５／３２Ａで手動操作クラッチボタンの場所が異なります。 

 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②４０／５０Ａの場合 

アクチュエータ側面の手動操作六角穴軸に六角レンチ（平５）を挿入して、手動操作方向指示

ステッカーの矢印方向に従い、回転させて下さい。アクチュエータ上部のバルブ位置表示が任意の

位置になるように操作して下さい。二本の表示線がバルブ位置を示しています。手動操作六角穴軸

をアクチュエータ上部のバルブ位置表示以上に回転させると破損の原因になります。バルブ位置表

示を確認し、操作して下さい。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      40/50A 側面                 40/50A アクチュエータ上部 

手動操作クラッチボタン 

手動軸 

手動操作 

六角穴軸 

手動操作 

方向指示 

ステッカー 

 

15/20A 側面 25/32A 側面 

15/32Aアクチュエータ上部 

バルブ位置表示 

40/50A 手動操作部上部 

バルブ 

位置表示 

赤色マーク 

表示線 
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４．保守要領 

 

 

警告 

● 本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、電動弁内の流体を徐々に排出して圧

力が零になっていることを確認すると共に、高温流体の場合は､本体を素手でさわれるまで

冷してから行ってください。 

   ※流体の吹出しにより､周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合、やけどをする恐れがあり 

    ます。 

注意 

● 本製品の機能・性能の確認のため、日常点検、定期点検を実施してください。 

● 本製品の分解にあたっては､熟練した専門の方（設備、工事業者の方など）が実施してくだ   

  さい。一般のご使用者は分解しないでください。作動不良、弁漏れなどの異常がある場合 

  は､設備･工事業者または当社に処置を依頼してください。 

● アクチュエータは絶対に分解しないでください。 

● 長時間運転休止後の再運転時には、弁シート部の摩擦抵抗が増大し、スムーズに作動でき 

  ないことがあります。この様な場合は運転前に手動で数回動かしてから使用するか、月１ 

  ～２回定期的に作動させるようにしてください。 

 

 

（１）日常点検 

点 検 項 目 処   置 

確実に作動しているかの確認 

「（２）故障の原因と処置」参照 流体の出具合に異常がないかの確認 

外部漏れの有無 

 

（２）故障の原因と処置 

   故障の状態、原因を確認し、処置を行います。 

故 障 状 態 原    因 処    置 

電動弁が切換しない。 

電源系統の不良 電源および配線系統を改善する。 

操作用スイッチの不良 操作用切換スイッチを点検する。 

電動弁本体内部のボールが動かない 

手動操作もできない 

異物の付着の有無を点検し、異物

があれば除去し、又は本体部一式

を交換する。 

アクチュエータ内部の不良 アクチュエータを交換する。 

流体が流れない、また

は流量が少ない。 
配管がつまっている 

配管に破損、凍結、つまりがない

か点検する。 

流体が止まらない。 

電動弁本体内部のシートとボールに異物を

かみこんでいる 

異物を除去する、又は本体部一式

を交換する。 

電動弁本体内部のシートまたはボールの 

損傷 
本体部一式を交換する。 

外部漏洩 
ステム部のOリングまたはガスケットの破損 本体部一式を交換する。 

エンドキャップの緩み 増締めする。 

 

 

 

 

 

 

 

！ 

！ 
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分解・組立要領 

 

（１）分解 

 

  警告 

● 本製品の分解にあたっては、一次側の供給弁を止め、電動弁内の流体を徐々に排出して圧力が零になっ 

      ていることを確認すると共に、高温流体の場合は、本体を素手でさわれるまで冷してから行ってください

     ※流体の吹出しにより、周囲を汚したり、怪我や高温流体の場合、やけどをする恐れがあります。 

 

  注意 

    ● 本製品の分解にあたっては、熟練した専門の方（設備・工事業者の方など）が実施してください。 

      一般のご使用者は分解しないでください。 

    ● 分解時には電源を切ってください。 

    ● 分解時には､内部の流体が出ますので容器で受けてください。 

    ● 分解時に、部品を落下させないように注意して下さい。また、分解部品は柔らかい布などの上に置   

      き、傷をつけないようにしてください。 

 

   １）分解工具および消耗部品 

 分解前に必要な工具、消耗部品などあらかじめ用意します。 

工具名称 工具使用箇所 
呼 び 

（二面幅） 
型 式 部品番号 

スパナ 六角ボルト 平10 3BM-2S ⑨ 

 

  消耗部品 

消耗部品 型 式 部品番号 要求先 

本体部一式 3BM-2S アッセンブリ ㈱ベ ン 

 

   ２）分解 

  

手 順 分   解   要   領 

１ 

六角ボルト⑨ (2本)を緩めるとアクチュエータ⑩を取外せます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ※１．上記以外の分解作業については㈱ベンに相談してください。 

    ※２．グランド部のＯリングの損傷により外部漏洩が発生した場合や、ホンタイ内部の 

ボール、シートの磨耗、損傷が激しい場合などは、本体部一式交換を推奨します。 

 

 

！ 

！ 

六角ボルト⑨ 

アクチュエータ⑩ 

※口径によって外形が異なります。 



ＰＬ－ＭＶ－０２１Ｂ －１０－ 

（２）組立 

 

注意 

    組立にあたっては、部品は確実に組付けてください。 

 

 

手 順 要   領 注   記 

１ 
アクチュエータ⑩を本体部に取付け、六角ボ

ルト⑨にてしっかりと締め付けます。 

アクチュエータの取付方向に注意してくだ

さい。 

２ 
通電し正常に切換動作すること、弁漏れがな

いことを確認します。 
 

   以上で組立は終了です。 
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ボール弁本体部を上から見た状態 

ステム 

90°回転 

ステム頂部の溝がＢ

とＣを指す⇒Ｂ－Ｃ

開位置 

ステム頂部の溝がＡ

とＣを指す⇒Ａ－Ｃ

開位置 

ステム 

Ｃ Ｃ 

Ａ Ａ 

Ｂ Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ａ 

Ｂ 



 

 

 

 
製品及び本取扱説明書に関するお問合せは下記へお願いします。 

 

  

 

サービスネットワーク 

担 当 部 署 サ ー ビ ス 区 域 

☆東京営業所 東京、神奈川 

品質保証課 

℡03(3759)1230 

☆西関東営業所 神奈川、東京、山梨 

☆東関東営業所 千葉、茨城 

☆北関東営業所 埼玉、栃木 

☆関越営業所 
群馬、長野、新潟 

新潟出張所 

☆仙台営業所 宮城、山形、福島 

☆盛岡営業所 岩手、青森、秋田 

☆札幌営業所 北海道全域 

☆大阪営業所 大阪、京都、奈良、和歌山、兵庫、岡山、鳥取、滋賀、三重、

四国全域  岡山出張所 

☆名古屋営業所 
愛知、岐阜、三重、静岡 

静岡出張所 

☆金沢営業所 石川、富山、福井 

☆広島営業所 広島、島根、山口 

☆福岡営業所 
九州全域、沖縄 

 沖縄出張所 

 

 

本 社          〒146-0095 東京都大田区多摩川 2-2-13 

                  TEL.03(3759)0170   FAX.03(3759)1414 

 

 

 

○ 東日本営業部 ○ 西日本営業部 

 ☆ 東京営業所 TEL.03(3759)0171  ☆ 大阪営業所 TEL.06(6325)1501 

 ☆ 西関東営業所 TEL.042(772)8531   岡山出張所 TEL.086(902)3060 

 ☆ 東関東営業所 TEL.043(242)0171  ☆ 名古屋営業所 TEL.052(411)5840 

 ☆ 北関東営業所 TEL.048(663)8141   静岡出張所 TEL.054(275)2705 

 ☆ 関越営業所 TEL.027(252)4248  ☆ 金沢営業所 TEL.076(261)6989 

  新潟出張所 TEL.025(282)3833  ☆ 広島営業所 TEL.082(230)4511 

 ☆ 仙台営業所 TEL.022(287)6211  ☆ 福岡営業所 TEL.092(291)2929 

 ☆ 盛岡営業所 TEL.019(697)7651   沖縄出張所 TEL.098(860)1660 

 ☆ 札幌営業所 TEL.011(875)8007     

    ○ 工場  

     岩手工場 TEL.019(697)2425 

     相模原工場 TEL.042(772)7341 
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